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30 年度補正 分野・テーマ別の販売促進活動（シンガポール） 

 実施報告 

 
■事業実施主体 
株式会社アライドコーポレーション（食品商社・神奈川県横浜市） 
 
■実施店舗（6 店舗） 
①DONDON DONKI Orchard Central 店 
②DONDON DONKI 100AM 店 
③DONDON DONKI City Square Mall 店 
④DONDON DONKI Clark Quay Central 店 
⑤DONDON DONKI Novena Square2 店 
⑥DONDON DONKI Jcube Mall 店 
 
①③はシンガポールのショッピング街、②はオフィスが多いエリア、④は観光エリア、⑤は

中心部から近い居住エリア、⑥は郊外の居住エリアに位置する。 
 
■実施期間 
2019 年 6 月～2019 年 11 月 
 
■実施概要 
日本産青果物の周年供給および輸出拡大を目的に実施した。日本産のよさを理解してもら

うために、週末を中心に、母の日や新店オープンなどの商戦期といった販促効果が高いとき

に試食提供を行った。また商品特徴を伝えたり、フェア感を演出したりするために販促品

（POP）を供給した。 
 
■プロモーション品目 
メロン、桃、梨、ぶどう、柿 
 
 
 
 



■プロモーションの模様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Orchard Central 店              100am 店        City Square Mall 店 
 

   

Novena Square2 店   Clark Quay Central 店      Jcube Mall 店 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■売り場装飾・POP・販促品等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
■商品等に関して 
・メロンは、果肉が硬くて日持ちがし、価格も手頃なタカミなどの品種の動きがよかった。 
・桃は現地消費者のニーズがとても高く、今後さらに消費が拡大傾向。小玉のものは、オリ

ジナルデザインのサービス箱を作り、それに入れて販売したところ、動きが非常によかった 
・シャインマスカットや巨峰、ピオーネなどのぶどうが輸出では定番だが、甲斐路やサニー

ルージュなどの品種もとなりに並べ、選べる楽しみを持たせて量り売り形式にして販売し

たところ、消費者も面白がり、商品の動きがさらによくなった。 
・シンガポールの消費者は、ほかの東南アジアの消費者よりも、自分の所得に応じた価格で

あるかをシビアに見る傾向があるように感じる。美味しいは当然で、さらにいかに適正売価

を実現していくかが、輸出拡大のポイントのように感じる。 
 


